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１. 豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設 春期定期点検を実施
当施設では、６月７日（月）から６月２６日（土）まで、２０日間をかけて春期定期点検を行いま
した。

●災害防止協議会の開催
定期点検に先立ち、６月１日（火）に「災害防止協議会」を開催しました。今回は、新型コロナ
ウイルス感染症の緊急事態宣言下での開催となりました。

点検工事会社と協議を行った結果、今まで通りの工
事業者が一堂に会する開催では、感染リスクを回避
することは難しいことから、安全を優先して最小限の
関係者が参加することとしました。
参加できなかった工事業者へは新型コロナウイルス
感染防止対策を徹底する内容の注意事項や、定期
点検でのルール等の書類を送付し、後日、内容を確
認して理解したとの回答書を求め、点検前の周知徹
底を図りました。

●定期点検中の安全パトロールの実施
定期点検期間中は、施設内の安全を確認するための安全パトロールを週１回実施しました。

この期間は、普段の作業では来所しない多くの外部作業員が点検や工事を行います。
ＪＥＳＣＯ、運転会社、点検工事会社の３者でパトロールを行い、災害防止協議会で説明し
たルールが守られているか、労働災害が発生しないように適切な作業が行われているかを
確認しました。
この際にもパトロールを行う人数を限定して、３密にならないように細心の注意を払いまし
た。

また、安全に心がけた作業や整理整頓での良い事例は、他の作業場所でも取り入れられ
るように共有してより良い作業ができるようにしました。
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●実施作業の一例

◆ＰＳＡ用コンプレッサの電動機軸受け交換
施設内での火災・爆発防止のため、危険物
に対して、窒素を充填・噴入するなどの安全
対策を行っています。このＰＳＡは圧縮空気
を使用して窒素を作るため、ＰＳＡ用コンプレ
ッサは重要な装置です。
コンプレッサ電動機ベアリングは、一定時間
以上使用すると、トラブルの恐れがあるため、
定期的に交換整備しています。

◆ステンレス床の定期検査
施設外へのＰＣＢ漏洩防止のため、設備に
セーフティネットとして、ステンレス製の天井、
壁と床（遮蔽フード）を設置しています。ステン
レス床と壁の繋ぎ目は、コーキングにより密
閉性を確保しています。

ステンレス床は、遮蔽フードに入り、密閉機
能が保たれているか確認を行います。定期
点検として年４回行っています。作業方法は、
対象箇所をプラスチックカバーで覆い、負圧
にして気密性を確認します。

◆冷却塔の点検
冷却塔は、熱を発するコンプレッサ等の用
役設備や各動力機器へ、熱交換用水を供
給する機器で、設備運転に欠かせない設備
です。

当施設には５つの冷却塔が設置されていま
す。
冷却塔内部には、水を冷やすために充填材
を設置してますが、使用に伴い汚れが付着
します。効率よく水を冷やすため、内部の充
填材を定期的に清掃しています。
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